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研究成果の概要（和文）：コロナ禍や政情不安などで現地調査が十分に実施できなかったため、PAI党員の軌跡
をたどる当初の予定を変更し、「アフリカ」と「人種」概念の結びつきを体系化するのに大きな役割を果たした
パン・アフリカ主義運動における「人種」概念の用法に焦点をあて、運動の初期段階である19世紀前半にさかの
ぼって分析を行った。その結果、奴隷制廃止後の社会における「人種」概念の作用を明らかにするポストスレイ
バリーの概念をアフリカ大陸におけるパン・アフリカ主義運動の分析に適用するべきであること、その分析にお
いては竹沢の提唱する人種概念の位相のうち「土着の」人種主義（r）と抵抗の人種（RR）とが結びついている
ことを指摘した。

研究成果の概要（英文）：Due to the inability to conduct sufficient field research during the 
pandemic and political instability, the original plan to trace the trajectory of PAI party members 
was altered. Instead, the focus shifted to the use of the concept of "race" within the 
Pan-Africanist movement, which played a major role in linking the concepts of "Africa" and "race".
The analysis traces back to the early stages of the movement in the first half of the 19th century. 
The results indicate that the concept of "post-slavery", which considers the ongoing impact of 
racial views in societies after the abolition of slavery, should be applied to the analysis of the 
Pan-Africanist movement on the African continent. Additionally, in this analysis, the concepts of "
indigenous racial thinkings" (r) and the"Race for Resistance" (RR), as proposed by Takezawa, are 
interconnected.

研究分野： 歴史学

キーワード： 人種　パン・アフリカ主義　ポストスレイバリー
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでほとんど分析の対象となってこなかったアフリカ大陸内部における「人種」概念の作用について、奴隷
制・奴隷貿易時代からの継続する影響と、人種主義に対する抵抗運動としてのパン・アフリカ主義運動との双方
から接近する多角的な視座を提唱した。アフリカ社会を対象とした分析は人種概念の生物学的根拠が否定された
現在においても、当該概念がいかに強いインパクトをもって作用しつづけているかを考える一助となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
パン・アフリカ主義運動を対象としてきた研究代表者のこれまでの研究においては、同運動の

内部で「アフリカ」観をめぐって齟齬が生じていること、その背後に「人種」概念の作用があ

ることが明らかになった。そこで新たに、「アフリカ」への帰属意識を表明する運動としてのパ

ン・アフリカ主義において、「アフリカ」の定義に「人種」概念がどのように結びつけられてき

たのかを分析する必要があると考えた。「アフリカ」にルーツを持つひとびとを「ブラック」と

形容し、権利運動の主体としていく過程は竹沢泰子が分析概念として提唱した「抵抗の人種Ｒ

Ｒ」として理解されるものである一方で、アフリカ大陸内部においては、このような考え方は

「外部」のものとして位置づけられてきた。しかし、同じ竹沢の理論にしたがえば、アフリカ

社会にも「人種」を想定した社会関係（小文字のｒ）は存在していると考えられ、奴隷貿易や

植民地支配によって近代科学的な人種概念（大文字のＲ）や、「アフリカ」にルーツをもつひと

びとの連帯をうたうパン・アフリカ主義的なＲＲとの関わりのなかで、それは変化していった

と考えられる。本研究ではその変遷に光を当てたいと考えた。 
 
２．研究の目的 
 
アフリカにおける社会関係と「人種」概念の関わりをとらえるうえで有効な事例として、マル

クス主義とパン・アフリカ主義を同時に掲げて 1957 年にセネガルで結成されたアフリカ独立党

（ＰＡＩ）がある。マルクス主義において階級闘争が反人種主義よりも優位に位置づけられる

ことに対する批判が強まった 1950 年代後半に結成された同政党が掲げていたウォロフ語の標

語 Boksareew には、パン・アフリカ主義と並んでパン・ネグリズムという解釈があてられてい

た。同政党には 1959 年までに 4000 人の党員がいたとされるが、1960 年のセネガル独立直後に

活動を禁止され、同国において再度複数政党制が導入される 1976 年まで地下活動を余儀なくさ

れたことから、その活動実態は明らかになっていない部分が多い。本研究は、同政党元党員の

軌跡をたどりながら、党員の帰属意識の変化や、党の想定する「連帯」において「人種」的な

つながりがどのようにとらえられていたのかを明らかにするものである。 
 
３．研究の方法 
 
地下活動期間が長かったことから、ＰＡＩに関する史料の多くが意図的に破棄されており、活

動の実態を解明するには、元党員の証言が重要な手がかりとなる。そこで、まずセネガルにお

いて、活動の中心であったダカールとチェス市で元党員たちにインタビューを行い、その活動

の実態やリクルート方式の解明をはかる。つづいて、党員の帰属意識の変化を明らかにするた

め、活動禁止期間中に亡命したメンバーの軌跡をたどり、亡命先のマリやギニアにおける活動

の実態解明をはかる。 
 
 
４．研究成果 
 

本研究の当初の補助事業期間がコロナ禍における渡航制限と重なったため、調査期間を 2 年間

延長することとなった。2023 年度には、セネガルのダカールとチェス市で一部インタビュー調

査を行うことができたが、その後も域内の相次ぐクーデタや大統領選挙などによる政情の不安



定化が継続したため、期間内にセネガルで継続した調査を行うことも、亡命先のマリやギニア

で調査を行うこともかなわなかった。 

このため当初の予定を変更し、「人種」概念の形成と受容についての二次文献の整理と分析を進

めたほか、「アフリカ」と「人種」概念の結びつきを体系化するのに大きな役割を果たしたパン・

アフリカ主義運動における「人種」概念の用法に焦点をあてて分析を進めることとした。竹沢

の人種概念を構成する３つの位相において、小文字のｒと大文字のＲの関わりや、大文字のＲ

と抵抗の人種ＲＲとの関わりについては、いくつかの研究がみられるものの、アフリカ大陸に

おけるパン・アフリカ主義の展開に関しては、小文字のｒと抵抗の人種ＲＲとの連関が特徴と

いえる。また、この連関を明らかにするために有用な分析概念として、奴隷制廃止後の社会に

おける人種概念の作用に意識を向けたポストスレイバリーの概念がある。この二つのアプロー

チに基づいてパン・アフリカ主義の歴史を再考する試みとして、本研究は新しい視座をひらく

ものである。補助事業期間中に行ったセネガルおよびガーナで行った調査の分析にはさらなる

時間を要するが、理論的基盤は、国際ジャーナル『Esclavages&Post~Esclavages』の特集号「パ

ン・アフリカ主義、（ポスト）スレイバリー、人種」として 2025 年度中に刊行予定である。 
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